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ホウボウ 

生態的特徴等                                          
【生態】 

北海道中部以南、東シナ海、黄海、渤海、南シナ海に分布し、水深

5～615m の泥、砂まじりの泥、貝殻・泥まじりの砂底域を生息域と

する。 

茨城県沖での生態情報は極めて少ないが、産卵期は千葉県で春

～夏、東シナ海では３～５月、九州近海では 12～翌４月とされて

いる。魚類、シャコ類、エビ類を多く捕食し、その他オキアミ類、

イカ類、カニ類なども捕食するが、これらの比率は少ない。 

九州近海では、１歳で体長 13.7cm、２歳で 19.8cm、３歳で

24.4cm、４歳で 28.0cm、５歳で 30.3cm となり、３歳で成熟す

る。 

【漁法と盛期】 

茨城県では底曳網での漁獲が最も多いが、固定式刺網（建網）、定置網、曳釣など多様な漁法で漁獲さ

れる。周年漁獲されるが、10～３月ごろの漁獲が多い。 

【利用】 

白身の高級魚で、刺身、塩焼き、煮魚など様々な方法で調理される。 

資源水準は高位、動向は増加傾向 

（漁獲量）漁獲量は比較的安定している。H19、20 年は約 80 ﾄﾝと多かったが、それ

以外の年では 20～40 ﾄﾝ程度で推移しており、近年ではやや減少傾向である。R７年は

22 ﾄﾝの漁獲となった（図２）。 

（水準と動向）資源水準は、ホウボウの漁獲の７～９割を占める沖合底曳網と小型底

曳網（５t 以上）の漁獲量から計算した CPUE（kg/隻・日）から判断した。水準は「高

位」、動向は直近５年間の CPUE の傾向から「増加」と判断した（図３）。 
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図 2 茨城県のホウボウ漁獲量（水試システム、属地） 

【全国の漁獲動向】 
・全国統計はないが、以西底曳網漁業による漁獲量は減少傾向である。 

図 3 茨城県のホウボウ CPUE 

（水試システム、沖底＋小底 5t 以上、属地） 

図１ ホウボウの成長 

（引用より） 
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